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ゼロホームの
施工実例

／〒603-8242 TEL.075-495-1000（代）FAX.075-493-5680京 都 市 北 区 紫 野 上 野 町 1 0 8 - 1本 社

／〒615-0016 TEL.075-321-6966（代）FAX.075-321-6960京都市右京区西院西淳和院町52 -11西 院 支 店

／〒606-8151 TEL.075-701-3002（代）FAX.075-701-3455京都市左京区一乗寺花ノ木町13 -1左 京 支 店

／〒612-8449 TEL.075-612-0035（代）FAX.075-612-0045京都市伏見区竹田西小屋ノ内町5 0京 都 南 支 店

／〒604-0924 TEL.075-221-4430（代）FAX.075-221-4404京都市中京区河原町二条西南角 河原町二条ビル2Fマンション事業室

／〒604-0924 TEL.075-221-4460（代）FAX.075-221-4461京都市中京区河原町二条西南角 河原町二条ビル2F企 画 宣 伝 室

／〒604-0924 TEL.075-221-4400（代）FAX.075-221-4477京都市中京区河原町二条西南角 河原町二条ビル2F,3F管 理センター

／〒612-8449 TEL.075-612-0020（代）FAX.075-612-0400京都市伏見区竹田西小屋ノ内町5 0京都南インター展示場

／〒660-0082 TEL.06-6430-5200（代）FAX.06-6430-5222兵 庫 県 尼 崎 市 水 明 町 4 - 4阪 神 支 店

／〒660-0082 TEL.06-6430-5880（代）FAX.06-6430-5881兵 庫 県 尼 崎 市 水 明 町 4 - 4尼 崎 展 示 場
［広告主］

■掲載内容についてのご意見やお問い合わせは、当社企画宣伝室まで。

0120-912-962（企画宣伝室）

100年住宅再 生

9月1日掲載 9月8日掲載

本日掲載 9月22日掲載予定

森の学校 メンテナンス

Next

100年。住宅を建築する会社だからこそ、森を守る意識を持つ。
今、日本の森林は膨大な蓄積量を抱え、毎年、国内の木材需要を100％供給しても

減らないほどの森林が育っています。

それにも関わらず、国内の木材自給率は24～25％にしか過ぎず、

手入れもほとんど行き届かず、このままでは日本の山は荒廃していく一方です。

山が荒廃すると、公益的な機能が発揮できず、台風や大雨等の被害により土砂災害を起こしやすくなります。

また、山が放置され木の樹齢が長くなると、二酸化炭素を吸収する働きも低下します。

木を伐採することは自然破壊と考える方が多いかもしれませんが、

実はその逆で、山や森を守るためには、植林し、山を育て、伐採するサイクルを継続して行うことが大切です。

このサイクルを円滑に回すために、国産材を積極的に利用し、需要を高め、

そしてまた、その利益を山に還元する必要があります。

ゼロホームでは、今年2012年1月より、全棟への国産材使用を始めました。

また、「百年の森林構想」を掲げる岡山県西粟倉村の「森の学校」の支援もしています。

木造住宅を建築する会社だからこそ、山や森を守る意識を持つ。

ゼロホームは、地域を越え、国産材の利用、日本の林業の未来、さらには、日本の自然環境の保全に貢献します。

本日掲載

森の学校日本の山や森を育て、地球にも貢献する。
ゼロホームは「西粟倉・森の学校」を支援しています。

「西粟倉・森の学校」
岡山県英田郡西粟倉村影石895

フリーダイヤル 0120-172-480 （10～18時 平日・土日祝）
http://nishihour.jp/

「西粟倉・森の学校」は、西粟倉村の森の恵みを味わったり、楽しむための拠点です。
森の学校に来られた方々に喜んでいただくことで、もっともっと村の作り手や森が元気になっていく。
そんな繋がりが広がっていくことを目指しています。

森の学校では、実際に森を案内したり、伐採や製材をしたり、
地域の人々と一緒に様々な自然体験ができるツアーを各種開催しています。

地元の間伐材を利用して商品化した無垢材の床用タイル「ユカハリ・タイル」。
クギや接着剤不要、取り扱いも簡単で、木の香りが部屋中に広がります。

【西粟倉村・百年の森林構想】

「百年の森林構想」は、西粟倉村の森づくりのビジョンです。「約50年生にまで育った森林の管理をここで諦めず、

村ぐるみであと50年がんばろう。そして、美しい百年の森林に囲まれた上質な田舎を実現していこう。」

世代を超え、地域を越え、未来への想いを共有する森づくりを通し、限りある自然の恵みを大切な人たちと分かち合うため、

50年後の豊かな田舎の実現を目指し、村民が一丸となってがんばっています。


